
農山漁村地域整備計画  事後評価調書

計画の名称

計画策定主体

対象市町村

計画期間

対象事業

事業の
進捗状況

事業効果の
発現状況

指標 目標 実績 単位 実現状況

事業実施地区数 192地区 192地区

【農業競争力強化のための基盤づくり】
　生産基盤の整備を契機とする担い手への農地利用集積面積 151 168 ha ○
　農産物物流の合理化を図る面積 543 543 ha ○

【農村地域の強靭化・インフラ長寿命化】
　水利施設の整備により用排水機能が確保される農地の面積 2,263 2,263 ha ○
　農業用水利施設の保全計画を策定し、長寿命化対策に取り組
む施設数

23 23 施設 ○

【美しく元気な農村づくり】

　農業集落排水処理施設の整備により確保される排水処理人口 7,800 7,800 人 ○

　施設の適切な処理能力確保に資する機能強化のための調査計
画

3 3 地区 ○

　最適整備構想の策定に向けた施設の機能診断調査 89 89 地区 ○
　適時適切な施設更新の構想計画の策定 9 9 地区 ○

今後の方針

計
画
の
概
要

みんなで創ろう！強く元気な“いばらきの農業農村”計画

茨城県

水戸市、日立市、土浦市、古河市、石岡市、結城市、龍ケ崎市、下妻市、常総市、常陸太田
市、高萩市、北茨城市、笠間市、取手市、牛久市、つくば市、ひたちなか市、鹿嶋市、潮来
市、守谷市、常陸大宮市、那珂市、筑西市、坂東市、稲敷市、かすみがうら市、桜川市、行
方市、鉾田市、つくばみらい市、小美玉市、茨城町、東海村、美浦村、阿見町、河内町、八
千代町、五霞町、境町、利根町

平成２７年度～平成３１年度（令和元年度）

農地整備事業、水利施設整備事業、農村整備事業

実
施
状
況

　本計画に位置付けられた対象事業１９２地区（事業費１３，１１３，３４４千円）につい
て，平成２７年度から令和元年度（令和２年度へ繰越地区あり）の５年間にわたり事業を実
施し，その結果１７５地区が完了した。

　計画目標である「みんなで創ろう！強く元気な“いばらきの農業農村”」を目指し，「農
業競争力強化のための基盤づくり」「農村地域の強靭化・インフラ長寿命化」「美しく元気
な農村づくり」を推進した。その状況については，以下のとおりである。

【農業競争力強化のための基盤づくり】
　→農地整備事業２５地区，水利施設整備事業３地区，農村整備事業（農道）５地区，農村
整備事業（集落基盤再編）３地区（計３６地区）を実施し，生産基盤の整備を進め，消費者
へ高品質で安全・安心な農産物の供給に寄与した。

【農村地域の強靭化・インフラ長寿命化】
　→水利施設整備事業３４地区，農地整備事業４地区，農村整備事業（中山間総合）３地
区，農村整備事業（集落基盤再編）５地区（計４６地区）を実施し，老朽化が進む農業水利
施設の適切な維持管理，計画的な更新・補修による長寿命化対策を進め，ライフサイクルコ
ストの低減を図るとともに，施設の機能を回復させ，災害の未然防止に寄与した。

【美しく元気な農村づくり】
　→農村整備事業（農業集落排水）１１０地区を実施し，豊かで住みよい農村環境づくりを
進め，農村地域の活性化が図られた。

成果目標の
目標値の
実現状況

各成果目標について，目標値が実現できた。

　農地や農業水利施設などの整備した施設については、適正な維持管理を図るとともに、継
続の17地区については，次期計画である「儲かる農業の実現に向けた茨城の農業農村整備計
画」（令和２年度 ～令和６年度）の対象地区に位置づけ，引き続き事業効果の発現を目指
す。


